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小池聖一　　総合科学部専門科目「文書管理論」の開始

記
　
　
録総

合
科
学
部
専
門
科
目
「
文
書
管
理
論
」
の
開
始

小　
　

池　
　

聖　
　

一

平
成
二
七
年
度
「
文
書
管
理
論
」

　

平
成
二
七
年
度
よ
り
、
小
池
が
担
当
し
て
い
た
総
合
科
学
部
専
門
科
目
を
、
総

合
科
学
部
の
再
編
に
伴
い
「
文
書
管
理
論
」「
文
書
管
理
論
」（
学
際
科
目
）
に
変

更
し
た
。

　

と
は
い
え
、
本
科
目
は
、
現
状
で
大
学
院
博
士
課
程
と
連
動
し
、
複
数
科
目
に

よ
る
高
度
職
業
人
養
成
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
（
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
に
お

い
て
文
書
企
画
管
理
演
習
を
行
っ
て
い
る
が
。
全
六
回
、「
リ
サ
ー
チ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
リ
テ
ラ
シ
ー
科
目
で
あ
る
）。
さ
ら
に
、
小
池
が

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
「
政
策
情
報
論
」「
政
策
科
学
演
習
」（
政
治
学
系
、
日
本

政
治
外
交
史
）と
の
継
承
性
も
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、

今
年
度
の
講
義
内
容
は
暫
定
的
な
も
の
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
た
め
、
一

年
前
に
作
成
し
た
シ
ラ
バ
ス
は
、（
表
一
）
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

講
義
に
あ
た
り
、対
象
と
す
る
学
生
は
、総
合
科
学
部
三
年
生
で
あ
り
、理
系
・

文
系
の
学
生
が
混
在
し
て
い
る
（
今
年
度
受
講
者
は
登
録
二
二
名
、
単
位
取
得

一
八
名
）。
従
来
は
、
卒
業
論
文
作
成
を
あ
る
程
度
考
慮
し
つ
つ
、
政
策
過
程
論

に
基
盤
を
置
い
た
文
書
の
生
成
過
程
か
ら
、
近
代
文
書
の
読
解
力
と
、
そ
こ
か
ら

の
論
理
構
成
力
育
成
に
力
点
を
置
い
た
講
義
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
文
書
管

理
論
の
名
を
冠
し
た
今
回
は
、
そ
の
要
素
を
継
承
し
つ
つ
、
広
島
大
学
文
書
館
に

お
け
る
法
人
文
書
管
理
を
中
心
に
、
講
義
内
容
を
講
義
開
始
後
に
改
編
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

法
人
職
員
に
対
す
る
公
文
書
管
理
研
修
で
講
師
を
多
く
行
っ
て
き
た
経
験
か

ら
、
研
修
で
は
、
公
文
書
管
理
法
解
釈
と
い
う
理
念
的
な
内
容
と
、
実
践
的
な
文

書
管
理
簿
登
録
方
法
や
、
整
理
基
準
等
に
つ
い
て
の
実
務
的
内
容
と
に
分
け
て
き

た
。
前
者
は
小
池
が
、
後
者
は
村
上
淳
子
文
書
館
公
文
書
室
長
が
担
当
し
、
分
け

て
講
義
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
経
験
も
活
か
し
つ
つ
、
今
回
の
講
義
で
は
、

全
体
か
ら
各
論
と
い
う
形
態
を
と
り
、
全
体
と
し
て
は
、
①
日
本
の
ア
ー
カ
イ
ヴ

ズ
の
特
色
と
そ
の
問
題
点
、
②
公
文
書
管
理
法
下
で
の
法
人
文
書
管
理
、
③
公
文

書
管
理
法
の
問
題
点
、
の
三
点
を
講
義
で
行
っ
た
。
そ
の
う
え
で
、
拙
著
『
近
代

日
本
文
書
学
研
究
序
説
』（
現
代
史
料
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
を
底
本
に
し
つ
つ
、

各
論
と
し
て
文
書
が
生
成
さ
れ
る
過
程
に
つ
い
て
、
そ
れ
の
論
文
等
へ
の
応
用
も

見
据
え
つ
つ
講
義
を
行
っ
た
。
こ
れ
が
（
表
一
）
の
シ
ラ
バ
ス
の
内
容
で
あ
る
。
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そ
れ
は
、
前
講
義
で
あ
る
「
政
策
情
報
論
」
が
有
し
て
い
た
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス

の
側
面
も
、
学
生
の
関
心
か
ら
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
公
文
書
管
理
の
現
場
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
広
島
大
学
文

書
館
の
場
合
、
現
用
記
録
も
管
理
し
て
い
る
た
め
、
第
一
に
個
人
情
報
管
理
法
、

情
報
公
開
法
と
連
動
し
た
公
文
書
管
理
法
が
有
す
る
情
報
管
理
と
い
う
観
点
が
必

要
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
広
島
大
学
で
は
、
個
人
情
報
管
理
法
・
情
報
公
開
法

を
担
当
す
る
財
務
・
総
務
室
総
務
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
・
連
動
が
重
要
で
あ
っ
た
。

こ
の
点
は
、
昨
年
度
よ
り
参
加
し
た
監
査
室
の
監
査
業
務
に
、
総
務
Ｇ
と
と
も
に

参
加
し
た
こ
と
で
も
、
よ
り
強
く
認
識
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
第
二
に
、
統
一

的
管
理
は
、
本
学
の
法
人
文
書
管
理
簿
を
管
理
す
る
こ
と
で
あ
り
、
法
人
文
書
管

理
簿
の
整
備
は
、
多
く
の
手
間
と
時
間
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
広
島
大
学
全

体
で
生
成
さ
れ
る
法
人
文
書
の
全
分
類
を
把
握
し
、
そ
の
重
要
度
に
つ
い
て
も
理

解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
あ
る
意
味
、
法
人
文
書
管
理
簿
の

管
理
技
術
は
、
廃
棄
簿
の
作
成
、
文
書
館
へ
の
移
管
文
書
目
録
作
成
へ
と
公
文
書

管
理
の
一
貫
し
た
流
れ
を
形
成
す
る
う
え
で
最
重
要
な
仕
事
な
の
で
あ
る
。
第
三

に
、
監
査
業
務
に
お
け
る
各
部
局
書
庫
査
察
は
、
実
態
と
し
て
文
書
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
全
体
を
管
理
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
整
備
は
、
広
島
大
学
業
務
組
織
の

政
策
立
案
等
に
お
け
る
合
理
化
と
も
連
動
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
第

四
に
他
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
等
も
行
っ
て
い
る
移
管
作
業
、
登
録
、
配
架
等
の
作
業

が
あ
る
。
文
書
館
公
文
書
書
庫
は
、
本
館
と
分
室
と
二
カ
所
存
在
し
、
そ
の
管
理

業
務
だ
け
で
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
公
開
閲
覧
・
利
用
促
進

等
の
作
業
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

当
然
、
公
文
書
の
統
一
的
管
理
そ
の
も
の
を
講
義
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
た
。
こ
の
た
め
、
暫
定
的
に
作
成
し
た
シ
ラ
バ
ス
と
実
際
の
講
義

「
文
書
管
理
論
」
と
は
、
下
記
の
二
点
で
違
う
も
の
と
な
っ
た
。

　

①
文
書
館
本
館
の
見
学
、
実
地
講
義

　

②
法
人
文
書
管
理
に
関
す
る
実
地
見
学

で
あ
る
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
閲
覧
利
用
の
方
法
を
村
上
公
文
書
室
長
が
説
明
し
、
そ
の
後
、

石
田
雅
春
大
学
史
資
料
室
長
が
館
内
を
案
内
し
、
所
蔵
資
料
の
整
理
・
公
開
の
実

態
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。
特
に
、
今
回
の
講
義
で
は
、
②
が
最
も
学
生
の
関

心
を
引
き
、
特
色
あ
る
内
容
と
な
っ
た
。

法
人
文
書
管
理
に
関
す
る
実
地
見
学

　

具
体
的
に
、
平
成
二
七
年
六
月
一
八
日
（
木
曜
日
）
午
前
八
時
五
〇
分
か
ら

一
〇
時
一
五
分
ま
で
、
広
島
大
学
法
人
本
部
に
お
け
る
法
人
文
書
管
理
に
関
す
る

実
地
見
学
を
行
っ
た
。
こ
の
実
地
見
学
の
目
的
は
、次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　

�　

法
人
文
書
の
統
一
的
管
理
の
実
態
に
つ
い
て
、
そ
の
作
成
か
ら
一
次
保

存
・
二
次
保
存
、
移
管
後
の
文
書
館
公
文
書
分
室
資
料
室
（
書
庫
）
に
お
け

る
管
理
の
状
況
を
実
地
に
見
学
し
、
業
務
組
織
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
文
書

が
文
書
館
へ
移
管
さ
れ
る
過
程
や
仕
組
み
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
公
文
書
管
理

法
に
お
け
る
公
文
書
の
統
一
的
管
理
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

８
時
50
分　

広
島
大
学
法
人
本
部
二
階
ロ
ビ
ー
内
、
展
示
室
集
合

　

８
時
55
分　

�
同
二
階
会
議
室
に
て
、
宮
脇
克
也
総
務
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
（
Ｇ
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Ｒ
）
よ
り
、
挨
拶
・
総
務
グ
ル
ー
プ
の
業
務
・
役
割
に
つ
い
て
。

情
報
公
開
法
・
個
人
情
報
保
護
担
当
の
山
先
直
子
主
査
よ
り
、
法

人
文
書
・
文
書
主
義
、
重
要
度
等
に
つ
い
て
説
明
。

　

９
時
30
分　

�
総
務
Ｇ
内
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、
書
庫
に
お
け
る
管
理
の
状
況
に
つ

い
て
、
総
務
Ｇ
山
先
主
査
よ
り
説
明
。

　

９
時
50
分　

�

文
書
館
公
文
書
分
室
に
移
動
。
文
書
館
に
お
け
る
移
管
受
入
れ
業

務
、
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
村
上
室
長
よ
り
説
明
。

　

10
時
00
分　

分
室
書
庫
を
見
学
。

　

10
時
15
分　

�

法
人
本
部
二
階
ロ
ビ
ー
に
て
、
資
料
閲
覧
等
に
つ
い
て
受
付
事
務

処
理
。
解
散
。

宮
脇
Ｇ
Ｒ
よ
り
は
、
法
人
文
書
の
作
成
に
つ
い
て
「
公
文
書
の
書
式
と
文
例
」
六

訂
版
を
回
覧
し
つ
つ
、表
現
方
法
や
書
き
方
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、

実
際
の
通
知
文
書
を
例
示
し
つ
つ
、
宛
先
、
日
付
、
文
書
番
号
の
意
味
、
付
与
の

仕
方
、
文
書
の
種
類
、
押
印
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
用
語
に
お

け
る
、「
か
ら
」
と
「
よ
り
」
の
違
い
や
、「
及
び
」「
並
び
に
」
な
ど
の
類
例
に

つ
い
て
も
わ
か
り
や
す
く
説
明
が
な
さ
れ
た
。ま
た
、句
読
点
に
つ
い
て
も
賞
状
・

挨
拶
文
に
句
読
点
が
な
い
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
つ
つ
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
の

句
読
点
の
意
義
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
山
先
主
査
か
ら
は
、
法
人

文
書
と
は
意
思
決
定
に
関
わ
る
も
の
で
担
当
者
が
作
成
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
現

用
の
法
人
フ
ァ
イ
ル
「
平
成
二
六
年
度
学
位
記
授
与
式
」
を
例
示
し
つ
つ
説
明
が

な
さ
れ
た
。
ま
た
、
決
裁
書
式
の
多
様
性
が
紹
介
さ
れ
、
フ
ァ
イ
ル
に
な
る
ま
で

の
過
程
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
、
広
島
大
学
で
付
与
し
て
い
る
重
要
度

に
つ
い
て
も
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
学
生
か
ら
は
、
メ
ー
ル
の
扱
い
及
び
電
子
決
裁
に
つ
い
て
質

問
が
あ
っ
た
（
メ
ー
ル
は
組
織
宛
の
も
の
は
全
て
法
人
文
書
と
す
る
。
電
子
決
裁

は
、
未
だ
導
入
し
て
い
な
い
。
紙
の
原
議
書
を
使
用
と
回
答
）。

　

そ
の
後
、本
部
四
階
の
財
務
・
総
務
室
総
務
グ
ル
ー
プ
に
行
き
、業
務
を
見
学
。

作
成
・
参
照
中
の
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
か
ら
、
一
次
保
管
場
所
で
あ
る
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
見
学
。
公
印
等
の
あ
る
重
要
文
書
に
つ
い
て
は
、
特
別
な
管
理

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
。
二
次
管
理
と
し
て
別
室
の
財
務
・
総
務
室
書
庫

を
見
学
し
、
保
存
期
限
一
〇
年
以
上
の
重
要
な
法
人
文
書
保
管
状
況
を
見
学
。
そ

の
後
、
本
部
一
階
の
中
間
書
庫
に
行
き
、
本
部
各
室
の
文
書
保
管
状
況
を
確
認
。

四
階
の
二
次
管
理
書
庫
及
び
一
階
中
間
書
庫
等
か
ら
保
存
期
限
満
了
し
、
文
書
の

重
要
性
と
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
的
な
価
値
に
よ
り
、
選
別
し
移
管
に
至
る
過
程
に
つ
い

て
村
上
公
文
書
室
長
よ
り
説
明
を
受
け
た
。
実
際
に
、
文
書
館
に
移
管
後
に
配
架

さ
れ
、
公
開
に
供
さ
れ
て
い
る
本
部
一
階
公
文
書
室
分
室
書
庫
に
つ
い
て
見
学
を

行
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
法
人
文
書
の
作
成
か
ら
、
文
書
館
へ
の
移
管
・
公
開
に
い
た
る

ま
で
の
法
人
文
書
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
実
地
見
学
と
な
っ
た
。

「
文
書
管
理
論
」
の
課
題

　

今
回
の
講
義
に
お
い
て
実
地
見
学
の
効
果
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
講

義
内
容
に
つ
い
て
は
、こ
の
実
地
見
学
を
中
核
に
据
え
る
こ
と
と
な
る
。
同
時
に
、

公
文
書
管
理
法
下
の
公
文
書
管
理
を
、
個
人
情
報
保
護
法
及
び
情
報
公
開
法
と
も

連
携
を
と
っ
た
形
で
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
講
義
を
通
じ
て
、
よ
り
統
一
的
管
理
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の
意
義
を
明
確
に
し
え
る
も
の
と
考
え
る
。
し
か
し
、
受
講
生
が
多
様
な
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
型
の
総
合
科
学
部
で
あ
る
だ
け
に
、
公
文
書
の
統
一
的
管
理
と
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
に
焦
点
を
絞
っ
た
内
容
と
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

来
年
度
は
、
ク
ォ
ー
タ
ー
制
が
導
入
さ
れ
る
た
め
、
よ
り
内
容
の
凝
縮
度
を
高
め

つ
つ
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
内
容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
ト
ー
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
で
あ
る
広
島
大
学
文
書
館
が
基
盤
で
あ
る
だ

け
に
、
個
人
文
書
の
収
集
・
保
存
・
整
理
・
公
開
の
実
務
に
つ
い
て
講
義
が
な
さ

れ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
特
に
、
個
人
文
書
に
つ
い
て
は
、
研
究
へ
の
利
用
も
含
め

た
内
容
に
つ
い
て
も
講
義
が
可
能
で
あ
る
。
実
際
の
整
理
業
務
を
講
義
の
一
環
と

し
て
行
う
こ
と
も
考
慮
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入

に
つ
い
て
も
、
再
来
年
度
を
目
途
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
文
書
管
理
論
と
と
も
に
再
編
し
た
「
文
書
管
理
演
習
」
に
つ
い
て
は
、

指
導
学
生
と
と
も
に
、
大
学
紛
争
期
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
大
学
改
革
関
係

文
書
の
資
料
集
を
作
る
こ
と
を
一
つ
の
目
的
と
し
て
、
資
料
集
作
成
の
過
程
で
、

文
書
の
生
成
過
程
、
整
理
・
企
画
立
案
能
力
等
の
涵
養
を
図
ろ
う
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
改
め
て
分
析
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
こ
い
け
　
せ
い
い
ち
・
広
島
大
学
文
書
館
館
長
）
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表１

年 　 　 度 2015年度 開講部局 総合科学部総合科学科 

科目区分 専門教育科目 

授業科目名 文書管理論

開講キャンパス 東広島 開 設 期 ３年次生　前期 

授業の方法 講義 授業の方法 講義中心

単 　 　 位 ２ 週 時 間 ２ 使用言語 日本語

学修の段階 ３：中級レベル 

学問分野（分野） 01：学際領域 

授業のキーワード 政策立案、情報分析、プレゼンテーション、文書 

到達度評価
の評価項目 

総合科学プログラム
（知識・理解）・学際的・総合的アプローチの持つ特徴について理解できる

授業の目標・
概要等 

アーカイブズ（文書館）と近代文書の生成過程（文書学）を通じて情報分析能力の涵
養を図る。 

授 業 計 画 

第１回　ガイダンス
第２回　日本のアーカイブズ 
第３回　公文書管理法下の法人文書管理
第４回　公文書管理法の問題点
第５回　文書と政策過程
第６回　閣議
第７回　総合政策の文書学
第８回　文書の伝達
第９回　公文書管理法における「歴史公文書」～審議会分析～
第10回　政策決定の一方法～自民党政調～
第11回　選挙分析の方法論～「世論」の文書学～
第12回　ワシントン海軍軍縮の真実～予算と決算～
第13回　メディア分析～新聞社と記者～
第14回　大学の現状分析方法～広島大学を一例に～
第15回　まとめ

教科書・参考書等 小池聖一著『近代日本文書学研究序説』現代史料出版、2008年その他、プリントを配布する。

授業で使用する
メディア・機器等 パワーポイント使用、テキスト配布

予習・復習への
アドバイス 

１．‌�政策過程論を理解する。草野厚著『政策過程分析入門』（東大出版会、1997年）
等を参照。

２．‌�日本のアーカイブズ（文書館、公文書館）の特徴を多角的に分析する。他国との
比較からその特徴を抽出するので、整理しておいてほしい。

３．実態としての公文書管理法運用を学ぶ。
４．公文書管理法の問題点を詳説する。
５．政策過程とともに派生する文書を分類する。
６．意思決定機関としての「閣議」を分析する。
７．日本型政策の生成過程について、大平正芳を事例に分析する。
８．文書の生成過程を復習するとともに、その伝達について分析する。
９．公文書管理委員会の議論を通じて、「審議会」というシステムについて分析する。
10．粟屋敏信関係文書から自民党政調の実態について分析する。
11．選挙分析の方法論をまなぶ。
12．戦前期日本の軍事費（海軍）組替から、分析方法を学ぶ。
13．中国新聞社と同社記者の分析を通じてメディア研究の方法について学ぶ。
14．多角的な大学の現状分析方法を広島大学を事例に学ぶ。

成績評価の基準等 レポート。出席率が半分に満たないものは成績評価の対象としない。 




